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弥
勒
寺
多
目
的
集
会
施
設

　
弥
勒
寺
自
治
会
は
、
現
在
２
６
７
世
帯
の

松
田
町
と
し
て
は
少
し
大
き
め
の
自
治
会
で

す
。
ま
た
、
寄
地
区
の
中
央
に
位
置
し
、
清

流
中
津
川
沿
い
に
広
が
る
地
域
で
す
。

　
住
民
の
活
動
拠
点
と
な
る
弥
勒
寺
多
目
的

集
会
施
設
は
、
弥
勒
寺
地
域
の
中
心
の
高
台

に
あ
っ
て
、
眺
望
も
素
晴
ら
し
い
施
設
で
す
。

自
治
会
で
一
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
、
会
合
な
ど
に
大
い
に
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
一
般
の
団
体
の
方
々
に
も
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
（
有
料
）。
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文
化
祭
＆
収
穫
祭

　
文
化
祭
＆
収
穫
祭
は
、
平
成
17
年
の
秋

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
元
ア
マ
チ
ュ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
自
慢
の
写
真
や
自
治
会
活

動
の
写
真
、
自
称
〝
巨
匠
〞
の
油
絵
、
流

木
の
芸
術
品
な
ど
、
多
く
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

弥
勒
寺
祭
囃
子
保
存
会
練
習

　（
毎
月
10
日
・
20
日
）

弥
勒
寺
祭
囃
子
保
存
会
練
習

　（
毎
月
10
日
・
20
日
）

　
お
囃
子
キ
ッ
ズ
（
子
ど
も
た
ち
の
お
囃

子
チ
ー
ム
）
の
指
導
、
寄
神
社
の
例
祭
、

寄
祭
囃
子
保
存
会
本
部
か
ら
要
請
の
あ
る

各
イ
ベ
ン
ト
で
の
演
奏
、
そ
し
て
何
よ
り
、

お
囃
子
２
曲
と
段
物
13
曲
（
奉
納
す
る
曲
）

を
次
の
世
代
に
形
を
変
え
ず
に
伝
え
る
こ

と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
一
般
開
放
に
よ
り
松
田
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
１
面
）

の
ナ
イ
タ
ー
照
明
は
、
４
月
か
ら
10
月
末
日

ま
で
開
放
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
か
ら

の
要
望
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
利
用
者
で

あ
る
町
民
の
健
康
維
持
な
ど
を
考
慮
し
、
こ

の
た
び
、
年
末
年
始
を
除
く
通
年
、
使
用
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
電
力
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り

利
用
を
見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、ナ
イ
タ
ー
照
明
を
利
用
す
る
場
合
は
、

登
録
な
ど
の
手
続
き
と
、
使
用
料
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
教
育
課
生
涯

学
習
係
　
☎（
83
）７
０
２
３
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
彊
術
寄
教
室

　（
毎
週
水
曜
日
　
月
３
回
）

自
彊
術
寄
教
室

　（
毎
週
水
曜
日
　
月
３
回
）

　
自
彊
術
と
は
、
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い

名
前
で
す
が
、
日
本
最
初
の
健
康
体
操
と

言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
31
の
動
作
が

あ
り
順
番
に
全
身
を
く
ま
な
く
動
か
す
こ

と
で
、
心
と
身
体
の
調
和
を
図
り
ま
す
。

　
自
彊
術
普
及
会
指
導
員
、
藤
澤
貴
美
江

先
生
の
指
導
の

も
と
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中

で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
い

つ
で
も
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　今
回
は
「
弥
勒
寺
多
目
的
集
会
施
設
」
で
行
わ
れ
て
い
る
事
業
の
様
子
を
、
弥
勒
寺

自
治
会
長
の
熊
澤
哲
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　
収
穫
祭
で
は
、
集
会
施
設
に
隣
接
す
る
、

自
治
会
役
員
と
有
志
で
荒
れ
地
を
開
墾
し

て
作
っ
た
『
弥
勒
寺
農
園
』
か
ら
収
穫
し

た
芋
で
芋
煮
鍋
を
作
っ
た
り
、
野
菜
の
販

売
、
お
餅
つ
き
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
よ
る

手
打
ち
う
ど
ん
を
振
る
舞
い
、
子
ど
も
に

は
、
ゲ
ー
ム
、
綿
菓
子
な
ど
も
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
祭
囃
子
保
存
会
の
演

奏
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
に
よ
る
歌
な
ど
、

世
代
を
超
え
た
自
治
会
員
の
親
睦
に
大
い

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

素晴らしい眺望の
弥勒寺多目的集会施設

愛情込めて手打ちうどん 多くの参加者と「ハイ、チーズ」

伝統芸能を受け継ぎます
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会
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毎
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４
日
曜
日
）

藍
染
の
会

　（
毎
月
第
４
日
曜
日
）

　
藍
で
染
め
よ
う
！
　
寄
の
耕
作
放
棄
地

を
活
用
し
て
、
藍
を
育
て
藍
染
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
現
在
会
員
は
19
人
で
、
身
近

な
草
木
を
使
っ
た
草
木
染
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
グ
ル
ー
プ
な

ど
へ
の
出
前

体
験
講
座
も

行
っ
て
い
ま

す
。

　
ご
一
緒
に

藍
染
を
楽
し

み
ま
せ
ん

か
！

　
観
世
音
菩
薩
（
観
音
）
は
古
来
仏
教

の
代
表
的
な
菩
薩
（
悟
り
を
求
め
、
衆

生
を
救
う
た
め
に
修
行
を
重
ね
る
仏
、

如
来
の
次
に
位
置
す
る
）
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
西
国
、
坂
東
、
秩
父
の
ほ
か
全
国
各

地
に
三
十
三
観
音
の
札
所
が
あ
り
、
た

だ
一
心
に
「
南
無
観
世
音
菩
薩
」
と
唱

え
る
だ
け
で
悩
め

る
多
く
の
人
々
の

苦
厄
を
救
う
と
い

う
慈
悲
の
仏
と
し
、

人
気
を
集
め
て
き

ま
し
た
。

　
各
種
あ
る
観
音
の

中
で
、
よ
く
知
ら
れ

る
の
が
七
観
音
（
聖
、

十
一
面
、
千
手
、
如
意
輪
、
准
胝
、
馬
頭
、

不
空
羂
索
の
各
観
音
）
で
す
が
、
そ
の

中
で
石
仏
と
し
て
圧
倒
的
に
多
い
の
が

馬
頭
観
音
で
す
。

　
正
式
名
称
は
、
馬
頭
観
世
音
菩
薩
。

本
来
の
功
徳
、
働
き
は
、
そ
の
憤
怒
相

の
示
す
ご
と
く
、あ
ら
ゆ
る
魔
障
を
破
り
、

寄
筋
ト
レ
サ
ー
ク
ル

　（
毎
週
木
曜
日
　
月
３
〜
４
回
）

寄
筋
ト
レ
サ
ー
ク
ル

　（
毎
週
木
曜
日
　
月
３
〜
４
回
）

　
現
在
12
人
が
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、ス
ト
レ
ッ
チ
、

ダ
ン
ベ
ル
、
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
運
動
で

す
（
写
真
）。

　
筋
肉
は
正
直
で
、
き
ち
ん
と
使
っ
て
あ

げ
る
と
本
来
の
動
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。

「
や
っ
て
み
よ
う

か
な
〜
」と
思
っ

た
時
が
始
め
時

で
す
。

　
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
の

参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

あ
い
あ
い

美
容
と
健
康
に

最
適
で
す

松
田
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
照
明

利
用
期
間
を
延
長
し
ま
す

松
田
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
照
明

利
用
期
間
を
延
長
し
ま
す

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
演
奏
に
よ
る
芸
術
発
表
、

そ
し
て
、
時
に
は
演
奏
曲
を
来
場
者
が
歌
う

な
ど
、
演
奏
者
と
来
場
者
が
一
緒
に
楽
し
め

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
は
７
月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
大
正
琴
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
オ
カ
リ
ナ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
楽
器
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
来
場
者

か
ら
「
松
田
に
は
い
ろ
い
ろ
な
才
能
の
あ
る

人
が
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
新
た
な
生
涯
学
習
の
形
、
第

２
回
町
民
コ
ン
サ
ー
ト
に
演
奏
者
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
第
２
回
は
、
11
月
22
日
（
木
）
13
時
30
分

か
ら
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
教
育
課
生
涯
学

習
係
☎（
83
）
7
0
2
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ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
民
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　参
加
者
募
集

町
民
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　参
加
者
募
集

第２回

馬
頭
観
音

馬
頭
観
音

衆
生
の
煩
悩
や
苦
厄
を
断
ち
切
る
と
い

う
も
の
で
す
。
時
代
が
下
が
る
に
し
た

が
い
（
江
戸
中
期
以
降
）、
馬
頭
観
音
像

（
お
お
か
た
は
石
像
）
の
造
立
目
的
の
ほ

と
ん
ど
は
牛
馬
、
特
に
馬
の
供
養
の
た

め
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
像
の
形
態
と
し
て
は
、
頭
上
に
恐
ろ

し
げ
な
形
相
の
馬
の
頭
（
一
面
、
三
面
、

あ
り
）
を
載
せ
、

腕
は
二
臂
、（
本
）

八
臂
に
幾
つ
か

の
武
器（
斧
や
剣

ほ
か
）や
飾
り
を

持
つ
も
の
も
あ

り
ま
す（
一
般
的

に
は
一
面
二
臂

の
合
掌
像
が
多

い
）。

　
松
田
地
区
で
は
、
中
尾
農
道
（
一
部

が
旧
最
明
寺
に
至
る
参
道
）脇
に
十
数
基
、

延
命
寺
、
宝
寿
院
境
内
ほ
か
、
町
内
に

散
在
し
て
い
ま
す
。
寄
地
区
で
は
、
福

昌
院
境
内
の
ほ
か
、
道
ば
た
、
山
の
入

り
口
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

し

ま
つ
り
ば
や

く

や
く

じ
ょ
う

じ
ゅ
ん
て
い

ひ

ぴ

お
の

ふ

く
う
け
ん
じ
ゃ
く

ふ
ん

ぬ

そ
う

し
ゅ

ば
や
ば
や

しし

き
れ
い
に
染
め

あ
が
り
ま
し
た
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「歴史的石造物その４」

中尾農道脇馬頭観音
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